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はじめに 

皆さんもこんな経験があると思います。聖書を読んでいて、以前はピンとこなかった個

所が、ある時ストンと腹に落ちるように理解できるようになることが。私はローマ書 7 章

から 8 章への展開が、以前は腑に落ちませんでした。パウロの罪との葛藤は、自分もクリ

スチャンとして経験していることでありよくわかるのです。しかし 8 章１節の突然の無罪

宣言が、なんだか論理展開が唐突すぎるように感じていました。しかし、今回この箇所を

準備するにあたって、やっと腹に落ちるようになって主に感謝しています。 

 

多くのクリスチャンが、救われバプテスマを受けて、信仰生活に取り組んだ後に、自分

の内面にある罪深さに気づかされます。そして、肉（罪の性質）との葛藤に苦しみ、罪へ

の認識を深めていきます。しかし罪との葛藤は、聖霊がその人の内で息づき始めたから起

こることです。 

 

それまでは、「自分はそれほど悪い人間ではない、比較的良心的な生活をしてきたつも

りだ」と自負していた人が、「自分はこんなにも酷い罪人だったのか、これではまだ罪の

奴隷ではないか。」と絶望するのです。 

パウロがまさにそうでした。彼は「私はほんとうにみじめな人間です。誰がこの死のから

だから、私を救い出してくれるのでしょうか」と叫んだのです。 

 

１．位置的真理 

8:1 こういうわけで、今や、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してあ

りません。 

冒頭にお話しした、私が以前この 8 章 1 節への展開が唐突すぎると考えていたのは、こ

の「こういうわけで」という接続詞が、どこにかかっているのかが理解できていないため

でした。パウロは唐突にここでキリスト・イエスにある無罪宣言をしたのではありません。

「 こういうわけで」 という接続詞は、 7： 1〜 6 を受けています。 次に展開される議論を

理解するために、 7： 1〜 6 の内容をおさらいしてみましょう。 

まず、律法の大原則というものがありました。それは律法は人に対して権限を持つが、

死者に対しては権限を持たないというものです。パウロはこれを説明するために結婚の例

えを用いました。夫が生きている間は、妻は律法によって制約されています。それを破り



夫が生きている間に他の男性の元へ行けば、姦淫の女とされます。しかし、夫が死ねば妻

は結婚の律法から解放され、再婚しても姦淫の女ではなくなります。 

パウロはこのたとえを適用させます。クリスチャンは律法に対して死にました。今は新

しい御霊によって生きています。もし今、律法による聖化を求めるなら、死んだ夫との関

係が復活します。律法が働き始めるので、クリスチャンの内にある罪の性質が活発化して

しまうのです。パウロはこの内容を受けて、「こういうわけで」と続けているわけです。 

 

パウロは続けて、「 今やキリスト・イエスにあるものが罪に定められることは決してあ

りません。」 と書いています。 

（1） 福音を信じた瞬間に、 私たちは新生しました。聖霊の内住が与えられ、 聖霊による

バプテスマによって、キリストと一つに結ばれました。 これが私たちの新しい状態です。 

（2）「 キリスト･イエスにある者」 という言葉は、 私たちの新しい立場、位置を示して

います。 これを「 位置的真理（ positional truth）」 といいます。 

（3） キリストにある者は、 罪の責めから解放されています（これが義認です）。そして、 

聖化もまた、 それと同じ方法で実現します。  

つまり聖化は、 恵みにより、 聖霊により、位置的真理によって実現するということで

す。  位置的真理は客観的真理です。 これを正しく理解したなら、主観的に自分の罪の責

めを感じる余地はなくなります。 それでも自分を責めているとするなら、 それは悲劇で

す。 

パウロは罪との葛藤の末、自分には律法に従う力が全くないとわかった時、絶望の淵か

らイエスの十字架を見上げました。救いの原点に立ち帰ったのです。サタンは律法を真面

目に行おうと努めるクリスチャンを欺いて、その罪を引き出して失意落胆させようと謀り

ます。しかし神はそうした悪しき者の仕業も用いて、キリストの十字架の救いの確かさ、

義認という原点、位置的真理を確認するように導かれるのです。 

このように位置的真理は、神の御心を行おうと懸命に努力し、古い罪の性質と戦うクリ

スチャンを土台として支えます。私たちは、すでにイエスの義により完全に勝利していま

す。神に義と認められ、平和のうちに安心して、聖化の道を歩むことができるのです。失

敗することがあっても、恐れる必要も、罪の呵責を感じる必要もありません。イエスを見

上げ、位置的真理に立ち返り、再び聖霊によって歩み出せばよいのです。 

２節にはなぜ罪責感を持つ必要がないかを説明しています。 

 

２．いのちの御霊の法則 

8:2 なぜなら、キリスト・イエスにあるいのちの御霊の律法が、罪と死の律法からあなた

を解放したからです。 

新改訳 2017 では、律法と訳されていますが、これは原理、法則いう意味があります。 



ここには相反する 2 つの法則の対比があります。（法則とは、ある一定の条件のともでは

必ず成立することです） 

一つ目は新しい法則である、キリスト・イエスにある法則です。私たちはイエス・キリ

ストと一つに結ばれることによって新しい法則に従って生きるようになりました。神は私

たちに武器なしで戦えとはお命じになりません。イエスにつながり続けることこそが、最

高の武器なのです。 

ヨハネの 15 章 5 節にはこうあります。 

15:5 わたしはぶどうの木、あなたがたは枝です。人がわたしにとどまり、わたしもその人

にとどまっているなら、その人は多くの実を結びます。わたしを離れてはあなたがたは何

もすることができないのです。 

 

この新しい法則の別名は「いのちの御霊の法則」です。聖霊は死をもたらすのではなく、

いのちをもたらします。聖霊はイエスの生涯において、常に働いておられました。イエス

は訪れ、教え、癒され，奇跡をおこなわれたすべての場所で聖霊によっていのちをもたら

されました。イエスが死なれた時も、いのちの御霊によって死者の中から蘇らせられまし

た。それと全く同じように、私たちもこの命の御霊によって、罪と死の力から解放された

のです。 

 

ヨハネ 8:31-32 イエスは、ご自分を信じたユダヤ人たちに言われた。「あなたがたは、わ

たしのことばにとどまるなら、本当にわたしの弟子です。あなたがたは真理を知り、真理

はあなたがたを自由にします。」 

 

ヨハネ 7-38-39 にはこうあります。 

ヨハネ 7:38 わたしを信じる者は、聖書が言っているとおり、その人の心の奥底から、生け

る水の川が流れ出るようになります。イエスは、ご自分を信じる者が受けることになる御

霊について、こう言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、御

霊はまだ下っていなかったのである。 

 

古い法則、これは「罪と死の法則」で、ローマ人への手紙 7 章で見た法則です。この法

則は自力で律法を行う生活は不可能であり、そのような生活はやがて死に至るということ

を教えています。  

新しい法則が古い法則からあなたを解放したとあります。ここでの動詞の時制はアオリ

スト形です。つまり、この解放は信じた時に起こった一度限りの出来事であることを示し

ています。罪と死の法則は私たちに対する法的権威をすでに失っています。この事を認め

ることが大切です。 



クリスチャンの中には神と平和を得ているのに、主観的には自分を責めている人が多く

います。しかし、罪責感を強調するのは神の計画に人間的な援助を付け加えようとする愚

かな行為です。 

 

３．御霊に従って歩む 

クリスチャンはいのちの御霊の法則によって、罪と死の法則から解放されました。なぜ

そう言えるのかをパウロは 3 節でこう述べています。 

8:3 肉によって弱くなったため、律法にできなくなったことを、神はしてくださいました。

神はご自分の御子を、罪深い肉と同じような形で、罪のきよめのために遣わし、肉におい

て罪を処罰されたのです。 

神は律法にできないことをしてくださいます。律法自体に問題があるのではなく、人間

が持っている肉の弱さこそ問題です。もともと律法を守り実行する人には、誰でもいのち

が与えられると約束されていました。しかし、人間は誰も律法を守ることができませんで

した。 

 

イエスは律法の中で何が一番重要かを教えられました。 

マタイ 22:36-40 「先生、律法の中でどの戒めが一番重要ですか。」イエスは彼に言われた。

「『あなたは心を尽くし、いのちを尽くし、知性を尽くして、あなたの神、主を愛しなさ

い。』これが、重要な第一の戒めです。 

『あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい』という第二の戒めも、それと同じように

重要です。この二つの戒めに律法と預言者の全体がかかっているのです。」 

しかし、神を愛し隣人を愛することができないのが古き性質を宿した人間です。 

例えるならば： 一片の木から美しい彫刻を彫ることのできる腕のいい木彫り職人を想像し

てみてください。この職人に仕事を依頼するときに、腐った木片を与えたらどうなります

か。職人は何も作り出すことができません。彼は一流の技術を持っています。道具も特注

品ですが、何も生み出せません。何が問題なのか、もちろん材料が腐った木片だからです。 

 

律法も私たちも同じです。７章で見たように、律法は「聖く、正しく、善い」ものです。

律法（木彫り職人）が目的を達することができないのは、私たちの罪の性質（腐った木片）

が問題なのです。律法が無力なのは、私たちの肉の弱さのせいです。 

 

また律法では、罪と死から人を永遠に解放することは不可能です。 

へブル 10:1 律法には来たるべき良きものの影はあっても、その実物はありません。ですか

ら律法は、年ごとに絶えず献げられる同じいけにえによって神に近づく人々を、完全にす

ることができません。 



そこで神は罪人を救うためにご自分の御子を遣わされました。罪深い肉と同じような形

でとありますが、これは重要なみことばです。イエスは人間としてこられましたが、その

うちに罪はなかったということです。イエスはアダムの性質（原罪）を受け継いで生まれ

ませんでした。人間の男性を通してではなく、聖霊によって処女マリアからお生まれにな

ったからです。 

 

へブル 2:14 -15 そういうわけで、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同

じように、それらのものをお持ちになりました。それは、死の力を持つ者、すなわち、悪

魔をご自分の死によって滅ぼし、 死の恐怖によって一生涯奴隷としてつながれていた人々

を解放するためでした。 

神は肉において処罰されました。それが十字架の死の意味です。私たちの罪は御子の上

に転嫁され、御子はその罪を負って十字架上で死んでくださいました。 

 

この真理を教えているのがピリピ 2,:7-8 です。 

2:7-8 ご自分を空しくして、しもべの姿をとり、人間と同じようになられました。人とし

ての姿をもって現れ、自らを低くして、死にまで、それも十字架の死にまで従われました。 

この聖句はイエス・キリストが人であり、神であることを教えています。人でなければ

死ねません。神でなければ罪人を救えません。それゆえ、メシアは人であり、神である必

要があるのです。時あるごとに、このイエスの謙遜について感謝し黙想しましょう。 

 

8:4 それは、肉に従わず御霊に従って歩む私たちのうちに、律法の要求が満たされるため

なのです。 

イエス・キリストを信じた瞬間、私たちは罪に対して死んで解放されました。その結果、

御霊に従って歩む自由が与えられました。御霊に従って歩むなら、結果的に律法の要求が

全うされます。私たちの内に、原罪であるアダムの性質が存在しなくなったわけではあり

ません。もし律法を行うことによって聖化を求めるなら、その古い性質は再び活発に活動

を始めます。 

 

神はクリスチャンに常に選択する自由を私たちに与えてあられます。未信者は聖霊を持

っていないので、そもそも肉に従うしかありません。しかし、クリスチャンは御霊に従っ

て歩むことを選び続けるなら、結果的に律法の要求を全うすることになります。これが聖

書が教える聖化です。 

 

ガラテヤ 5 章には９つの御霊の実が示されています。神は実現不可能なことを私たちに

強要したりはされません。自分の努力ではなく、イエス・キリストにつながり御霊に従う

とき、実は自然と実ります。 



5:22-24 しかし、御霊の実は、愛、喜び、平安、寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制で

す。このようなものに反対する律法はありません。 キリスト・イエスにつく者は、自分の

肉を、情欲や欲望とともに十字架につけたのです。 

5:25 私たちは、御霊によって生きているのなら、御霊によって進もうではありませんか。 

新しい一週間もイエス・キリストにある位置的真理に立ち、神の平和のもと御霊に従っ

て歩む道を選び取ろうではありませんか。 

 

最後に 

次回の先取りになりますが、聖霊様に従うとき心にとめておきたいことがあります。私

たちは、御霊なる神、聖霊をなにか単に善のための影響力のように考えてしまいがちです。 

聖霊は良心と同じでしょうか、私たちが悪くなった時にそのことを示し、いかに善良にな

るかを示す力なのでしょうか。いえ、聖霊は人格（ペルソナ）を持ったお方です。聖霊様

が内在してくださるとは、生ける神が私の内にいてくださるということです。 

 

私たちは聖霊の臨在の知識において成長すべきです。土の器にある宝がいかに偉大かを示

してくださるように求めましょう。次回は聖霊による聖化がテーマです。 

 


